
 

議案第４７号 

 

市 有 地 売 却 の 件 

 

下記のとおり土地を売却することについて、宇部市議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第５８号）第３条の規定によ

り、市議会の議決を求める。 

  令和８年２月２０日提出 

 

                 宇部市長  篠 﨑 圭 二     

 

 

記  

１  売 却 の 目 的 産業団地への企業誘致  

２  売 却 す る 土 地 の 
所 在 及 び 地 目 

  
 

３  売 却 面 積 １０ ,７０１ .８２㎡  

４  売 却 金 額 一金 ５３ ,２９５ ,０６３円也  

５  契 約 の 方 法 随意契約  

６  売 却 の 相 手 方 東京都墨田区錦糸一丁目７番７号  
  ＳＥＭＩＴＥＣ株式会社  

代表取締役  石  塚  大  助  
 

 

 

 

 

宇部市大字西岐波字山田１１７３番１５０  宅地  
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議案第４７号参考図 
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ＳＥＭＩＴＥＣ株式会社の概要 

１ 会社概要 

(1) 所 在 地 （本社）東京都墨田区錦糸一丁目 7番 7号 

（工場）千葉県千葉市花見川区天戸町 1319番地 1 

(2) 代 表 者 代表取締役 石塚 大助 

(3) 設  立 昭和 33年(1958年)3月 13日 

(4) 資 本 金 ７億 7,302万円 

※東京証券取引所スタンダード市場上場 

(5) 事業内容 電子部品の製造販売（業種: 製造業） 

(6) 従業員数 国内：219名（グループ連結：3,842名） 

※令和７年(2025年)3月末時点 

(7) 年間業績 過去 3か年(決算資料から抜粋) 

 売上高 経常利益 

2025年 3月期 約 253億円 約 40億円 

2024年 3月期 約 226億円 約 38億円 

2023年 3月期 約 232億円 約 42億円 
 

(8) 主要取引先 オムロン㈱、キヤノン㈱、京セラドキュメントソリュ

ーションズ㈱、シャープ㈱、ソニー㈱、パナソニック

㈱、㈱日立製作所、トヨタバッテリー㈱ 他 
 

２ 進出計画 

(1) 進出予定地 宇部臨空頭脳パーク 

ろ区画（10,701.82㎡） 

(2) 事業内容 サーミスタの製造 
※サーミスタ: 温度センサ 

 

(3) 建物建築面積 鉄筋コンクリート１階建

１棟（工場・事務所併設） 

建築面積 約 2,570㎡（延床面積 約 2,570㎡） 

(4) 設備投資額(概算) 約 30億円 

(5) 着工予定 令和 8年 9月 

(6) 操業開始予定 令和 10年 4月 

(7) 雇用予定人数 （当初）11人（常用 8人、パート 3人） 

（最終）45人（常用 25人、パート 20人） 

 

サーミスタ(SEMITEC 社 WEB から) 



 

 

 



議
案
第
三
十
一
号 

 
宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
及
び
宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一 

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件 

 

宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
及
び
宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
及
び
宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

（
宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

市
長
は
、
前
項
の
取
扱
品
目
に
食
品
等
の
持
続
的
な
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
食
品
等
事

業
者
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品
等
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
食
品
等
持
続
的
供
給
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
飲
食
料
品
等
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
当
該
指
定
飲
食
料
品
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
場
に

お
い
て
取
扱
予
定
が
な
い
も
の
を
除
く
。 

第
五
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
公
表
さ
れ
た
指
定
飲
食
料
品
等
に
係
る
食
品
等
持
続
的
供

給
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
標 

二 

食
品
等
持
続
的
供
給
法
第
三
十
六
条
各
号
に
規
定
す
る
措
置
の
内
容 

（
宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 
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２ 

市
長
は
、
前
項
の
取
扱
品
目
に
食
品
等
の
持
続
的
な
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
食
品
等
事

業
者
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品
等
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
食
品
等
持
続
的
供
給
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
飲
食
料
品
等
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
当
該
指
定
飲
食
料
品
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
場
に

お
い
て
取
扱
予
定
が
な
い
も
の
を
除
く
。 

第
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
公
表
さ
れ
た
指
定
飲
食
料
品
等
に
係
る
食
品
等
持
続
的
供

給
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
標 

二 

食
品
等
持
続
的
供
給
法
第
三
十
六
条
各
号
に
規
定
す
る
措
置
の
内
容 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
食
品
等
の
流
通
の
合
理
化
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
卸
売
市
場

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

宇
部
市
中
央
卸
売
市
場
業
務
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
条
例
第
三
十
四
号
） 

旧 

新 

（
取
扱
品
目
） 

（
取
扱
品
目
） 

第
三
条 

第
三
条 

 

２ 

市
長
は
、
前
項
の
取
扱
品
目
に
食
品
等
の
持
続

的
な
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
食
品
等
事
業
者
に

よ
る
事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品
等
の
取
引
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
九

号
。
以
下
「
食
品
等
持
続
的
供
給
法
」
と
い
う
。
）

第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
飲
食
料
品

等
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
当
該
指
定
飲

食
料
品
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

市
場
に
お
い
て
取
扱
予
定
が
な
い
も
の
を
除
く
。 

（
市
長
に
よ
る
卸
売
予
定
数
量
等
の
公
表
） 

（
市
長
に
よ
る
卸
売
予
定
数
量
等
の
公
表
） 

第
五
十
四
条 

第
五
十
四
条 

２ 

２ 

 

３ 

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す

る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
公
表
さ
れ
た
指
定

飲
食
料
品
等
に
係
る
食
品
等
持
続
的
供
給
法
第

四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
標 

二 

食
品
等
持
続
的
供
給
法
第
三
十
六
条
各
号
に

規
定
す
る
措
置
の
内
容 

   

宇
部
市
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
条
例
第
四
十
七
号
） 

旧 

新 

（
取
扱
品
目
） 

（
取
扱
品
目
） 

第
三
条 

第
三
条 

 

２ 

市
長
は
、
前
項
の
取
扱
品
目
に
食
品
等
の
持
続

的
な
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
食
品
等
事
業
者
に
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よ
る
事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品
等
の
取
引
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
九

号
。
以
下
「
食
品
等
持
続
的
供
給
法
」
と
い
う
。
）

第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
飲
食
料
品

等
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
当
該
指
定
飲

食
料
品
等
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

市
場
に
お
い
て
取
扱
予
定
が
な
い
も
の
を
除
く
。 

（
卸
売
予
定
数
量
等
の
公
表
） 

（
卸
売
予
定
数
量
等
の
公
表
） 

第
四
十
八
条 

第
四
十
八
条 

３ 

３ 

 

４ 

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す

る
も
の
と
す
る
。 

一 
第
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
公
表
さ
れ
た
指
定

飲
食
料
品
等
に
係
る
食
品
等
持
続
的
供
給
法
第

四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
標 

二 

食
品
等
持
続
的
供
給
法
第
三
十
六
条
各
号
に

規
定
す
る
措
置
の
内
容 
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2 

 

 

 

 



議
案
第
三
十
号 

 
宇
部
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。 令

和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

  

第
十
四
条
第
一
項
中
「
異
常
乾
燥
注
意
報
又
は
火
災
警
報
」
を
「
暴
風
警
報
、
暴
風
特
別
警
報

若
し
く
は
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、
又
は
火
災
警
報
、
林
野
火
災
注
意
報
若
し
く
は
林
野
火
災

警
報
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
き
又
は
強
風
注
意
報
、
異
常
乾
燥
注
意
報
又
は
火
災
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
」
を
「
場
合
又
は
強
風
注
意
報
、
暴
風
警
報
、
暴
風
特
別
警
報
若
し
く
は

乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、
若
し
く
は
火
災
警
報
、
林
野
火
災
注
意
報
若
し
く
は
林
野
火
災
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
組

合
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
林
野
火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
林
野

火
災
注
意
報
及
び
林
野
火
災
警
報
の
発
令
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
火
入
れ
の

中
止
に
関
す
る
規
制
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
火
入
れ
の
中
止
） 

（
火
入
れ
の
中
止
） 

第
十
四
条 

火
入
者
及
び
火
入
責
任
者
は
、
火
入
れ

の
許
可
の
期
間
中
で
あ
つ
て
も
、
強
風
注
意
報
、

異
常
乾
燥
注
意
報
又
は
火
災
警
報
暴
風
警
報
、
暴

風
特
別
警
報
若
し
く
は
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ

れ
、
又
は
火
災
警
報
、
林
野
火
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
は
、
火
入
れ
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

第
十
四
条 

火
入
者
及
び
火
入
責
任
者
は
、
火
入
れ

の
許
可
の
期
間
中
で
あ
つ
て
も
、
強
風
注
意
報
、

暴
風
警
報
、
暴
風
特
別
警
報
若
し
く
は
乾
燥
注
意

報
が
発
表
さ
れ
、
又
は
火
災
警
報
、
林
野
火
災
注

意
報
若
し
く
は
林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
は
、
火
入
れ
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

火
入
責
任
者
は
、
火
入
れ
中
に
風
勢
等
に
よ
つ

て
他
に
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
又
は
強
風
注
意
報
、
異
常
乾
燥
注
意
報
又
は

火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
場
合
又
は
強
風

注
意
報
、
暴
風
警
報
、
暴
風
特
別
警
報
若
し
く
は

乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、
若
し
く
は
、
速
や
か

に
消
火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

火
入
責
任
者
は
、
火
入
れ
中
に
風
勢
等
に
よ
つ

て
他
に
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
又
は
強
風
注
意
報
、
暴
風
警
報
、
暴
風
特
別

警
報
若
し
く
は
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、
若
し

く
は
火
災
警
報
、
林
野
火
災
注
意
報
若
し
く
は
林

野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
消
火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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議
案
第
三
十
四
号 

 

宇
部
市
都
市
公
園
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   

別
表
第
三
の
一
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

占
用
物
件
名 

単
位 

使
用
料
の
額 

法
第
七
条
第

一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
も

の 

電
柱 

第
一
種
電
柱 

一
本
一
年
に
つ

い
て 

六
七
〇
円 

第
二
種
電
柱 

一
、
〇
〇
〇
円 

第
三
種
電
柱 

一
、
四
〇
〇
円 

そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る

も
の 

第
一
種
電
話
柱 

六
〇
〇
円 

第
二
種
電
話
柱 

九
六
〇
円 

第
三
種
電
話
柱 
一
、
三
〇
〇
円 

そ
の
他
の
柱
類 

六
〇
円 

共
架
電
線
そ
の
他

上
空
に
設
け
る
線

類 

長
さ
一
メ
ー
ト

ル
一
年
に
つ
い

て 

六
円 

地
下
電
線
そ
の
他

地
下
に
設
け
る
線

類 

四
円 

変
圧
塔
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の 

一
個
一
年
に
つ

い
て 

一
、
二
〇
〇
円 

そ
の
他
の
も
の 

一
平
方
メ
ー
ト

ル
一
年
に
つ
い

て 

一
、
二
〇
〇
円 
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法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に

掲
げ
る
も
の 

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の 

長

さ

一

メ

ー

ト

ル

一

年

に

つ

い

て 

二
五
円 

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

三
六
円 

外
径
が
〇
・
一
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
五
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

五
四
円 

外
径
が
〇
・
一
五

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
二
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

七
二
円 

外
径
が
〇
・
二
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

三
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

一
一
〇
円 

外
径
が
〇
・
三
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

一
四
〇
円 

外
径
が
〇
・
四
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

七
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

二
五
〇
円 

外
径
が
〇
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
一
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 

三
六
〇
円 

外
径
が
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の 

七
二
〇
円 
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法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
に

掲
げ
る
も
の 

郵
便
差
出
箱
又
は

信
書
便
差
出
箱 

一
個
一
年
に
つ

い
て 

五
〇
〇
円 

公
衆
電
話
所 

一
、
二
〇
〇
円 

令
第
一
二
条
第
二
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ

る
も
の 

一
平
方
メ
ー
ト

ル
一
年
に
つ
い

て 

一
、
二
〇
〇
円 

法
第
七
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
仮
設
工
作
物 

一
平
方
メ
ー
ト

ル
一
月
に
つ
い

て 

一
九
〇
円 

令
第
一
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
標
識 

一
本
一
年
に
つ

い
て 

九
六
〇
円 

令
第
一
二
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施

設
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
工
事
用
材
料
の
置
場 

一
平
方
メ
ー
ト

ル
一
月
に
つ
い

て 

一
九
〇
円 

備
考 

 

一 

第
一
種
電
柱
と
は
電
柱
（
当
該
電
柱
に
設
置
さ
れ
る
変
圧
器
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
う
ち
三
条
以
下
の
電
線
（
当
該
電
柱
を
設
置
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
二
種
電
柱
と
は
電
柱
の
う
ち
四
条

又
は
五
条
の
電
線
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
三
種
電
柱
と
は
電
柱
の
う
ち
六
条
以
上
の
電

線
を
支
持
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

二 

第
一
種
電
話
柱
と
は
電
話
柱
（
電
話
そ
の
他
の
通
信
又
は
放
送
の
用
に
供
す
る
電
線
を

支
持
す
る
柱
を
い
い
、
電
柱
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
三
条
以
下
の

電
線
（
当
該
電
話
柱
を
設
置
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
二
種
電
話
柱
と
は
電
話
柱
の
う
ち
四
条
又
は
五
条
の

電
線
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
三
種
電
話
柱
と
は
電
話
柱
の
う
ち
六
条
以
上
の
電
線
を
支

持
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

三 

共
架
電
線
と
は
、
電
柱
又
は
電
話
柱
を
設
置
す
る
者
以
外
の
者
が
当
該
電
柱
又
は
電
話

柱
に
設
置
す
る
電
線
を
い
う
。 
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別
表
第
三
の
三
の
表
常
盤
公
園
の
部
と
き
わ
湖
水
ホ
ー
ル
の
項
中 

「 

四
、
七
〇
〇
円 

七
、
九
〇
〇
円 

九
、
九
〇
〇
円 

一
九
、
八
〇
〇
円 

六
、
七
〇
〇
円 

一
一
、
一
〇
〇
円 

一
三
、
八
〇
〇
円 

二
七
、
八
〇
〇
円 

九
、
四
〇
〇
円 

一
五
、
六
〇
〇
円 

一
九
、
三
〇
〇
円 

三
九
、
〇
〇
〇
円 

一
一
、
九
〇
〇
円 

一
九
、
八
〇
〇
円 

二
五
、
二
〇
〇
円 

四
九
、
五
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

五
、
六
四
〇
円 

九
、
四
八
〇
円 

一
一
、
八
八
〇
円 

二
三
、
七
六
〇
円 

八
、
〇
四
〇
円 

一
三
、
三
二
〇
円 

一
六
、
五
六
〇
円 

三
三
、
三
六
〇
円 

一
一
、
二
八
〇
円 

一
八
、
七
二
〇
円 

二
三
、
一
六
〇
円 

四
六
、
八
〇
〇
円 

一
四
、
二
八
〇
円 

二
三
、
七
六
〇
円 
三
〇
、
二
四
〇
円 

五
九
、
四
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
し
な
い
場
合 

七
〇
〇
円 

一
、
二
〇
〇
円 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
す
る
場
合 

五
〇
〇
円
未
満 

一
、
〇
〇
〇
円 
一
、
六
〇
〇
円 

〃 五
〇
〇
円
以
上
一
、
〇
〇
〇
円
未
満 

一
、
四
〇
〇
円 

二
、
三
〇
〇
円 

〃 一
、
〇
〇
〇
円
以
上 

一
、
七
〇
〇
円 

二
、
九
〇
〇
円 

 

 

一
、
四
〇
〇
円 

二
、
九
〇
〇
円 

 

二
、
〇
〇
〇
円 

四
、
一
〇
〇
円 

 

二
、
八
〇
〇
円 

五
、
七
〇
〇
円 

 

三
、
七
〇
〇
円 

七
、
二
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

  

を に
、 

を 
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「 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
し
な
い
場
合 

八
四
〇
円 

一
、
四
四
〇
円 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
す
る
場
合 

五
〇
〇
円
以
下 

一
、
二
〇
〇
円 

一
、
九
二
〇
円 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
す
る
場
合 

五
〇
一
円
以
上
一
、
〇
〇
〇
円
以
下 

一
、
六
八
〇
円 

二
、
七
六
〇
円 

入
場
料
・
会
費
等
を
徴
収
す
る
場
合 

一
、
〇
〇
一
円
以
上 

二
、
〇
四
〇
円 

三
、
四
八
〇
円 

 

 

一
、
六
八
〇
円 

三
、
四
八
〇
円 

 

二
、
四
〇
〇
円 

四
、
九
二
〇
円 

 

三
、
三
六
〇
円 

六
、
八
四
〇
円 

 

四
、
四
四
〇
円 

八
、
六
四
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

一
、
二
〇
〇
円 

二
、
〇
〇
〇
円 

二
、
六
〇
〇
円 

五
、
〇
〇
〇
円 
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

一
、
四
四
〇
円 

二
、
四
〇
〇
円 

三
、
一
二
〇
円 

六
、
〇
〇
〇
円 

に  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

改
め
、
同
項
備
考
第
五
号
中
「
三
〇
分
以
上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
〇
分
未
満
は
こ
れ
を
切

り
捨
て
る
」
を
「
一
時
間
に
切
り
上
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
備
考
第
六
号
中
「
一
〇
円
未
満
」
を

「
一
円
未
満
」
に
改
め
、
同
項
中 

「 

区
分 

設
備
器
具
名 

単
位 

 

 

映
像
・
音
響
設
備 

一
六
ミ
リ
映
写
機
（
大
展
示
ホ
ー
ル

に
備
付
け
の
も
の
に
限
る
。
） 

一
式 

一
、
一
〇
〇
円 

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
（
〃 

） 

〃 

一
、
一
〇
〇
円 

マ
ル
チ
レ
ー
ザ
ー
（
〃 

） 

〃 

一
、
〇
〇
〇
円 

に
、 
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を 

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
（
〃 

） 

〃 

一
、
〇
〇
〇
円 

教
材
提
示
卓
（
〃 

） 

〃 

一
、
〇
〇
〇
円 

音
響
装
置
（
〃 

） 

〃 

二
、
二
〇
〇
円 

音
響
装
置
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

に
備
付
け
の
も
の
に
限
る
。
） 

〃 

一
、
一
〇
〇
円 

そ
の
他
の
設
備 

ピ
ア
ノ
（
調
律
料
は
、
含
ま
な
い
。
） 

一
台 

三
、
三
〇
〇
円 

エ
レ
ク
ト
ー
ン 

〃 

二
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

設
備
器
具
名 

単
位 

 

に 

音
響
設
備
（
大
展
示
ホ
ー
ル
に
備
付
け
の
も
の
に
限
る
。
） 

一
式 

二
、
二
〇
〇
円 

音
響
設
備
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
備
付
け
の
も
の
に

限
る
。
） 

〃 

一
、
一
〇
〇
円 

ピ
ア
ノ
（
調
律
料
は
、
含
ま
な
い
。
） 

一
台 

三
、
三
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

改
め
、
同
部
緑
と
花
と
彫
刻
の
博
物
館
（
温
室
を
除
く
。
）
の
項
中 

「 

一
、
〇
〇
〇
円 

一
、
六
〇
〇
円 

二
、
一
〇
〇
円 

 

一
、
五
〇
〇
円 

二
、
四
〇
〇
円 

三
、
二
〇
〇
円 

 

を 

二
、
〇
〇
〇
円 

三
、
二
〇
〇
円 

四
、
二
〇
〇
円 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

一
、
二
〇
〇
円 

一
、
九
二
〇
円 

二
、
五
二
〇
円 

 

一
、
八
〇
〇
円 

二
、
八
八
〇
円 

三
、
八
四
〇
円 

に
改
め
、
同
項
備
考
第
二 

二
、
四
〇
〇
円 

三
、
八
四
〇
円 

五
、
〇
四
〇
円 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

号
中
「
三
〇
分
以
上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
〇
分
未
満
は
切
り
捨
て
る
」
を
「
一
時
間
に
切

り
上
げ
る
」
に
改
め
、
同
表
中
央
街
区
公
園
の
部
中
「
五
〇
〇
円
」
を
「
六
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
の
三
の
表
の
改

正
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
都
市
公
園
を
占
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

9
4



２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
宇
部
市
都
市
公
園
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表

第
三
の
一
の
表
の
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
の
占
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て

適
用
し
、
同
日
前
の
占
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
有
料
公
園
施
設
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

新
条
例
別
表
第
三
の
三
の
表
の
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
の
使
用
に
係
る
使

用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

「
説
明
」 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
使
用
料
を
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
所
要
の
整
備
を

行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
第
三
（
第
十
条
、
第
十
条
の
二
関
係
） 

別
表
第
三
（
第
十
条
、
第
十
条
の
二
関
係
） 

一 

一 

占
用
物
件
名 

単
位 

使
用
料
の
額 

法第七条第一項第一号に掲げるもの 

電
柱
（
支
柱
及
び
支
線
柱

を
含
む
。
） 

一
本

一
年

に
つ

い
て 

七
一
〇
円

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の 

電
話
柱
（
支
柱
及
び

支
線
柱
を
含
む
。
）

二
六
〇
円

そ
の
他
の
柱
類 

一
、
九
五
〇
円

送
電
塔 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

五
二
〇
円

法第七条第一項第二号に掲げるも 

法
第
九

条
に
規

定
す
る

も
の
又

は
道
路

法
（
昭

和
二
十

七
年
法

律
第
百

八
十
号 

）
第
三

十
六
条

第
一
項

に
規
定

す
る
も 

外
径
が
〇
・
四 

メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

長
さ

一
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

一
〇
〇
円

外
径
が
〇
・
四 

メ
ー
ト
ル
以
上

一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

二
六
〇
円

外
径
が
一
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も 

五
二
〇
円

占
用
物
件
名 

単
位 

使
用
料
の
額 

法
第
七

条
第
一

項
第
一

号
に
掲

げ
る
も

の 

電
柱 

第
一
種
電

柱 

一
本

一
年

に
つ

い
て 

六
七
〇
円

第
二
種
電

柱 

一
、
〇
〇
〇
円

第
三
種
電

柱 

一
、
四
〇
〇
円

そ
の
他

こ
れ
ら

に
類
す

る
も
の 

第
一
種
電

話
柱 

六
〇
〇
円

第
二
種
電

話
柱 

九
六
〇
円

第
三
種
電

話
柱 

一
、
三
〇
〇
円

そ
の
他
の

柱
類 

六
〇
円

共
架
電
線

そ
の
他
上

空
に
設
け

る
線
類 

長
さ

一
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

六
円

地
下
電
線

そ
の
他
地

下
に
設
け

る
線
類 

四
円

変
圧
塔
そ

の
他
こ
れ

に
類
す
る

も
の 

一
個

一
年

に
つ

い
て 

一
、
二
〇
〇
円

そ
の
他
の

も
の 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

年
に 

一
、
二
〇
〇
円

9
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の 
の 

の 

 
そ
の
他

の
も
の 

外
径
が
〇
・
四 

メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

二
〇
〇
円

外
径
が
〇
・
四 

メ
ー
ト
ル
以
上

一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

四
九
〇
円

外
径
が
一
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も

の 
九
八
〇
円

法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
又

は
令
第
十
二
条
第
二
項
第
五

号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ

る
も
の 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

九
八
〇
円

法
第
七
条
第
一
項
第
六
号
に

掲
げ
る
も
の 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

日
に

つ
い

て 

一

二

円

以

上

三

六

円

以

内

の

範

囲

内

に

お

い

て

市

規

則

で

定

め

る

額 

令
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
も
の 

一
本

一
年

に
つ

い
て 

七
九
〇
円

令
第
十
二
条
第
二
項
第
七
号

又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

日
に

つ
い

て 

一
二
円

 

 
 

つ
い

て 

法
第
七
条
第
一

項
第
二
号
に
掲

げ
る
も
の 

外
径
が
〇 

・
〇
七
メ

ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

長
さ

一
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

二
五
円

外
径
が
〇 

・
〇
七
メ

ー
ト
ル
以

上
〇
・
一

メ
ー
ト
ル

未
満
の
も

の 

三
六
円

外
径
が
〇 

・
一
メ
ー

ト
ル
以
上

〇
・
一
五

メ
ー
ト
ル

未
満
の
も

の 

五
四
円

 

外
径
が
〇 

・
一
五
メ

ー
ト
ル
以

上
〇
・
二

メ
ー
ト
ル

未
満
の
も

の 

七
二
円

外
径
が
〇 

・
二
メ
ー

ト
ル
以
上

〇
・
三
メ

ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

一
一
〇
円

外
径
が
〇 

・
三
メ
ー

ト
ル
以
上

〇
・
四
メ

ー
ト
ル
未 

一
四
〇
円
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満
の
も
の 

 

外
径
が
〇 

・
四
メ
ー

ト
ル
以
上

〇
・
七
メ

ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

二
五
〇
円

外
径
が
〇 

・
七
メ
ー

ト
ル
以
上

一
メ
ー
ト

ル
未
満
の

も
の 

三
六
〇
円

外
径
が
一

メ
ー
ト
ル

以
上
の
も

の 

七
二
〇
円

法
第
七
条
第
一

項
第
四
号
に
掲

げ
る
も
の 

郵
便
差
出

箱
又
は
信

書
便
差
出

箱 
一
個

一
年

に
つ

い
て 

五
〇
〇
円

公
衆
電
話

所 
一
、
二
〇
〇
円

令
第
一
二
条
第
二
項
第
五

号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る

も
の 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

年
に

つ
い

て 

一
、
二
〇
〇
円

法
第
七
条
第
一
項
第
六
号

に
掲
げ
る
仮
設
工
作
物 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一

月
に

つ
い

て 

一
九
〇
円

 
 

9
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令
第
一
二
条
第
二
項
第
一

号
に
掲
げ
る
標
識 

一
本

一
年

に
つ

い
て 

九
六
〇
円

令
第
一
二
条
第
二
項
第
七

号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設

又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
工

事
用
材
料
の
置
場 

一
平

方
メ

ー
ト

ル
一 

月
に

つ
い

て 

一
九
〇
円

備
考 

 

一 

第
一
種
電
柱
と
は
電
柱
（
当
該
電
柱
に
設

置
さ
れ
る
変
圧
器
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
う
ち
三
条
以
下
の
電
線
（
当
該
電
柱
を
設

置
す
る
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
持
す
る
も

の
を
、
第
二
種
電
柱
と
は
電
柱
の
う
ち
四
条

又
は
五
条
の
電
線
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第

三
種
電
柱
と
は
電
柱
の
う
ち
六
条
以
上
の
電

線
を
支
持
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

二 

第
一
種
電
話
柱
と
は
電
話
柱
（
電
話
そ
の

他
の
通
信
又
は
放
送
の
用
に
供
す
る
電
線
を

支
持
す
る
柱
を
い
い
、
電
柱
で
あ
る
も
の
を

除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
三
条
以
下
の

電
線
（
当
該
電
話
柱
を
設
置
す
る
者
が
設
置

す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
二
種
電

話
柱
と
は
電
話
柱
の
う
ち
四
条
又
は
五
条
の

電
線
を
支
持
す
る
も
の
を
、
第
三
種
電
話
柱

と
は
電
話
柱
の
う
ち
六
条
以
上
の
電
線
を
支

持
す
る
も
の
を
い
う
。 

 

三 

共
架
電
線
と
は
、
電
柱
又
は
電
話
柱
を
設

置
す
る
者
以
外
の
者
が
当
該
電
柱
又
は
電
話

柱
に
設
置
す
る
電
線
を
い
う
。 

 

三 

三 
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都市公園名 

有
料

公
園

施
設

の
名

称 

使
用
料
の
額 

常盤公園 

と
き

わ
湖

水
ホ

ー
ル 

区
分 

午
前

九
時

か
ら

正
午 

ま
で 

正
午

か
ら

午
後

五
時 

ま
で 

午
後

五
時

か
ら

午
後 

一
〇 

時
ま

で 

午
前

九
時

か
ら

午
後 

一
〇 

時
ま

で 

   

大
展

示
ホ

ー
ル 

イ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

四
、

七
〇

〇
円 

七
、

九
〇

〇
円 

九
、

九
〇

〇
円 

一
九 

、
八

〇
〇

円 

 
 

 

ロ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合

●
五

〇
〇

円
以

下 

六
、

七
〇

〇
円 

一
一 

、
一

〇
〇

円 

一
三 

、
八

〇
〇

円 

二
七 

、
八

〇
〇

円 

 
 

 

ハ 

入
場 

料
・

会
費

等
を 

徴
収

す
る

場
合 

九
、

四
〇

〇
円 

一
五 

、
六

〇
〇

円 

一
九 

、
三

〇
〇

円 

三
九 

、
〇

〇
〇

円 

都市公園名 

有
料

公
園

施
設

の
名

称 

使
用
料
の
額 

常盤公園 

と
き

わ
湖

水
ホ

ー
ル 

区
分 

午
前

九
時

か
ら

正
午 

ま
で 

正
午

か
ら

午
後

五
時 

ま
で 

午
後

五
時

か
ら

午
後 

一
〇 

時
ま

で 

午
前

九
時

か
ら

午
後 

一
〇 

時
ま

で 

   

大
展

示
ホ

ー
ル 

イ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 
五
、

六
四

〇
円 

九
、

四
八

〇
円 

一
一 

、
八

八
〇

円 

二
三 

、
七

六
〇

円 

 
 

 

ロ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合

●
五

〇
〇

円
以

下 

八
、

〇
四

〇
円 

一
三 

、
三

二
〇

円 

一
六 

、
五

六
〇

円 

三
三 

、
三

六
〇

円 

 
 

 

ハ 

入
場

料
・

会
費

等
を 

徴
収

す
る

場
合 

一
一 

、
二

八
〇

円 

一
八 

、
七

二
〇

円 

二
三 

、
一

六
〇

円 

四
六 

、
八

〇
〇

円 

1
0
0



 

 
 

 
 

●
五

〇
一

円
以

上
一 

、
〇

〇
〇

円
以

下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ニ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合

●
一 

、
〇

〇
一

円
以

上 

一
一 

、
九

〇
〇

円 

一
九 

、
八

〇
〇

円 

二
五 

、
二

〇
〇

円 

四
九 

、
五

〇
〇

円 

 
 

第
一

展
示

室 

イ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

七
〇

〇
円 

一
、

二
〇

〇
円 

一
、

四
〇

〇
円 

二
、

九
〇

〇
円 

 
 

ロ 

入
場

料
・

会
費 

一
、

〇
〇

〇
円 

一
、

六
〇

〇
円 

二
、

〇
〇

〇
円 

四
、

一
〇

〇
円 

 
 

 

等
を

徴
収

す
る

場
合 

●
五

〇
〇

円
未 

 
 

 
 

 
 

●
五

〇
一

円
以

上
一 

、
〇

〇
〇

円
以

下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ニ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

●
一 

、
〇

〇
一

円
以

上 
一
四 

、
二

八
〇

円 

二
三 

、
七

六
〇

円 

三
〇 

、
二

四
〇

円 

五
九 

、
四

〇
〇

円 

 
 

第
一

展
示

室 

イ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

し
な

い
場

合 

八
四

〇
円 

一
、 

四
四

〇
円 

一
、

六
八

〇
円 

三
、

四
八

〇
円 

 
 

ロ 

入
場

料
・

会
費 

一
、

二
〇

〇
円 

一
、

九
二

〇
円 

二
、

四
〇

〇
円 

四
、

九
二

〇
円 

 
 

 

等
を

徴
収

す
る

場
合 

●
五

〇
〇

円
以 

 
 

1
0
1



 

 
 

 
 

満 
 

 
 

 

 
 

 

ハ 

〃 五
〇

〇
円

以
上

一
、

〇
〇

〇
円 

未
満

●
●

●
●

●
● 

●
●

●
●

●
●

● 

一
、

四
〇

〇
円 

二
、

三
〇

〇
円 

二
、

八
〇

〇
円 

五
、

七
〇

〇
円 

 
 

 
 

 
 

ニ 

〃 一
、

〇
〇

〇
円

以
上 

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

● 

一
、

七
〇

〇
円 

二
、

九
〇

〇
円 

三
、

七
〇

〇
円 

七
、

二
〇

〇
円 

 
 

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム 

一
、

二
〇

〇
円 

二
、

〇
〇

〇
円 

二
、

六
〇

〇
円 

五
、

〇
〇

〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

備
考 五 

使
用
時
間
を
超
過
し
、
又
は
繰
り

上
げ
て
使
用
す
る
と
き
の
使
用
料

の
額
は
、
当
該
超
過
し
、
又
は
繰
り

上
げ
る
一
時
間
に
つ
き
現
に
許
可

を
受
け
た
使
用
料
の
一
時
間
当
た

 
 

 
 

下 
 

 
 

 

 
 

 

ハ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

●
五

〇
一

円
以

上
一 

、
〇

〇
〇

円
以

下 

一
、

六
八

〇
円 

二
、

七
六

〇
円 

三
、

三
六

〇
円 

六
、

八
四

〇
円 

 
 

 
 

 
 

ニ 

入
場

料
・

会
費

等
を

徴
収

す
る

場
合 

●
一 

、
〇

〇
一

円
以

上 

二
、

〇
四

〇
円 

三
、

四
八

〇
円 

四
、

四
四

〇
円 

八
、

六
四

〇
円 

 
 

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム 

一
、

四
四

〇
円 

二
、

四
〇

〇
円 

三
、

一
二

〇
円 

六
、

〇
〇

〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 五 

使
用
時
間
を
超
過
し
、
又
は
繰
り

上
げ
て
使
用
す
る
と
き
の
使
用
料

の
額
は
、
当
該
超
過
し
、
又
は
繰
り

上
げ
る
一
時
間
に
つ
き
現
に
許
可

を
受
け
た
使
用
料
の
一
時
間
当
た

1
0
2



 

り
の
額
の
二
割
に
相
当
す
る
額
を

加
算
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間

は
、
三
〇
分
以
上
は
一
時
間
に
切
り

上
げ
、
三
〇
分
未
満
は
こ
れ
を
切
り

捨
て
る
。 

六 

使
用
料
の
算
定
に
お
い
て
一
〇

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、

 
 

こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。 

 
 

附
属
設
備
を
使
用
す
る
場
合 

 

区
分 

設
備
器
具
名 

単
位 

 

 
 

映
像 

一
六
ミ
リ
映
写
機
（
大
一
式 

一
、

一
〇

〇
円 

 
 

・
音

響
設

備 

展
示
ホ
ー
ル
に
備
付

け
の
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

 

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
（
〃

 

） 

〃 

一
、

一
〇

〇
円 

 
 

マ
ル
チ
レ
ー
ザ
ー
（
〃

 

） 

〃 

一
、

〇
〇

〇
円 

 
 

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
（
〃

 

） 

〃 

一
、

〇
〇

〇
円 

 
 

教
材
提
示
卓
（
〃 

）
〃 

一
、

〇
〇

〇
円 

 
 

音
響
装
置
（
〃 

） 

〃 

二
、

二
〇

〇
円 

 
 

音
響
装
置
（
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
に
備
付

け
の
も
の
に
限
る
。
）

〃 

一
、

一
〇

〇
円 

 

そ
の

他
の

設
備 

ピ
ア
ノ
（
調
律
料
は
、

含
ま
な
い
。
） 

一
台 

三
、

三
〇

〇
円 

 
   

エ
レ
ク
ト
ー
ン 

〃 

二
、

〇
〇

〇
円 

り
の
額
の
二
割
に
相
当
す
る
額
を

加
算
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
一
時
間
に
満
た
な
い
時
間

は
、
一
時
間
に
切
り
上
げ
る
三
〇
分

以
上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
〇

分
未
満
。 

六 

使
用
料
の
算
定
に
お
い
て
一
円

未
満
○
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、

 
 

こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。 

 
 

附
属
設
備
を
使
用
す
る
場
合 

 

設
備
器
具
名 

単
位 

 

 
 

音
響
設
備
（
大
展
示
ホ
ー
ル

に

備

付

け

の

も

の

に

限

る
。
） 

一
式 

二
、

二
〇

〇
円 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

音
響
設
備
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
に
備
付
け
の
も
の

に
限
る
。
） 

〃 

一
、

一
〇

〇
円 

 
 

ピ
ア
ノ
（
調
律
料
は
、
含
ま

な
い
。
） 

一
台 

三
、

三
〇

〇
円 

 
 

 
    

1
0
3



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

緑
と

花
と

彫
刻

の
博

物
館 

区
分 

午
前

九
時

か
ら

正
午

ま
で 

正
午

か
ら

午
後

五
時

ま
で 

午
後

五
時

か
ら

午
後

一
〇 

時
ま 

で 

  

（
温 

室
を

除
く 

。
） 

 

イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル 

イ 

入
場
料
・ 

会
費
等
を

徴
収
し
な

い
場
合 

一
、

〇
〇

〇
円 

一
、

六
〇

〇
円 

二
、

一
〇

〇
円 

 
 

ロ 

一
、
〇
〇 

〇
円
以
下

の
入
場
料 

・
会
費
等 

を
徴
収
す

る
場
合 

一
、

五
〇

〇
円 

二
、

四
〇

〇
円 

三
、

二
〇

〇
円 

 

ハ 

一
、
〇
〇 

一
円
以
上

の
入
場
料 

・
会
費
等 

を
徴
収
す

る
場
合 

二
、

〇
〇

〇
円 

三
、

二
〇

〇
円 

四
、

二
〇

〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
考 二 

使
用
の
当
日
に
お
い
て
、
使
用
時

 
 

 

間
を
延
長
し
、
又
は
繰
り
上
げ
て
使

用
を
開
始
す
る
と
き
の
一
時
間
当

 
 

た
り
の
使
用
料
の
額
は
、
現
に
許
可

を
受
け
て
い
る
使
用
時
間
の
区
分

に
係
る
所
定
の
額
（
二
以
上
の
区
分

に
わ
た
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

分
の
所
定
の
額
の
合
算
額
）
の
一
時

間
当
た
り
の
額
の
二
割
増
し
の
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

緑
と

花
と

彫
刻

の
博

物
館 

区
分 

午
前

九
時

か
ら

正
午

ま
で 

正
午

か
ら

午
後

五
時

ま
で 

午
後

五
時

か
ら

午
後

一
〇 

時
ま

で 

 

（
温 

室
を 

 

除
く 

。
） 

イ
ベ

ン
ト

ホ
ー

ル 

イ 

入
場
料
・ 

会
費
等
を

徴
収
し
な

い
場
合 

一
、

二
〇

〇
円 

一
、

九
二

〇
円 

二
、

五
二

〇
円 

 
 

ロ 

一
、
〇
〇 

〇
円
以
下

の
入
場
料 

・
会
費
等 

を
徴
収
す

る
場
合 

一
、

八
〇

〇
円 

二
、

八
八

〇
円 

三
、

八
四

〇
円 

 

ハ 

一
、
〇
〇 

一
円
以
上

の
入
場
料 

・
会
費
等 

を
徴
収
す

る
場
合 

二
、

四
〇

〇
円 

三
、

八
四

〇
円 

五
、

〇
四

〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
考 二 

使
用
の
当
日
に
お
い
て
、
使
用
時

 
 

 

間
を
延
長
し
、
又
は
繰
り
上
げ
て
使

用
を
開
始
す
る
と
き
の
一
時
間
当

 
 

た
り
の
使
用
料
の
額
は
、
現
に
許
可

を
受
け
て
い
る
使
用
時
間
の
区
分

に
係
る
所
定
の
額
（
二
以
上
の
区
分

に
わ
た
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

分
の
所
定
の
額
の
合
算
額
）
の
一
時

間
当
た
り
の
額
の
二
割
増
し
の
額 

1
0
4



 

 
 

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
超

過
す
る
時
間
に
一
時
間
に
満
た
な

い
時
間
が
あ
る
場
合
は
、
三
〇
分
以

上
は
一
時
間
に
切
り
上
げ
、
三
〇
分

未
満
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
算

出
し
て
得
た
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

宇
部 

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一 

月
に
つ
い
て 

五
〇
〇
円

央街区公園 

市
ま

ち
な

か
環

境
学

習
館  

 

 
 

 
 

 

 
 

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
超

過
す
る
時
間
に
一
時
間
に
満
た
な

い
時
間
が
あ
る
場
合
は
、
一
時
間
に

切
り
上
げ
る
三
〇
分
以
上
は
一
時

間
に
切
り
上
げ
、
三
も
の
と
し
、
算

出
し
て
得
た
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

宇
部 

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一 

月
に
つ
い
て 

六
〇
〇
円

央街区公園 

市
ま

ち
な

か
環

境
学

習
館  

 

 
 

 
 

 

 

1
0
5
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占用料 単位 占用料 単位

細分化 第一種電柱 670

細分化 第二種電柱 1000

細分化 第三種電柱 1400

細分化 第一種電話柱 600

細分化 第二種電話柱 960

細分化 第三種電話柱 1300

その他の柱類 1950 細分化 その他の柱類 60

新設 共架電線その他上空に設ける線類 6

新設 地下電線その他地下に設ける線類 4

細分化 変圧塔その他これに類するもの 1200 円/個・年

送電塔 520 円/㎡・年 その他のもの 1200 円/㎡・年

外径が０．４ｍ未満のもの 100 細分化 外径が０．０７ｍ未満のもの 25

外径が０．４ｍ以上１ｍ未満のもの 260 細分化 外径が０．０７ｍ以上０．１ｍ未満のもの 36

外径が１ｍ以上のもの 520 細分化 外径が０．１ｍ以上０．１５ｍ未満のもの 54

外径が０．４ｍ未満のもの 200 細分化 外径が０．１５ｍ以上０．２ｍ未満のもの 72

外径が０．４ｍ以上１ｍ未満のもの 490 細分化 外径が０．２ｍ以上０．３ｍ未満のもの 110

外径が１ｍ以上のもの 980 細分化 外径が０．３ｍ以上０．４ｍ未満のもの 140

細分化 外径が０．４ｍ以上０．７ｍ未満のもの 250

細分化 外径が０．７ｍ以上１ｍ未満のもの 360

細分化 外径が１ｍ以上のもの 720

500

980 1200

36

看

板
790 円/本・年 960 円/本・年

旧 新
占用物件 占用物件

議案第３４号　宇部市都市公園条例中一部改正の件

１．都市公園占用料の改定は、宇部市道路占用料徴収条例別表に揚げる占用物件区分・金額と整合。〔下記の比較表を参照〕

２．使用料改定は、令和７年１０月１７日に開催した全委員協議会で「宇部市公共施設使用料の基準」の運用について、

１．都市公園占用料の比較

説明済みであるため資料は省略。

電柱 710

円/本・年

電柱、その他こ

れらに類するも

の

円/本・年

電話柱 260

円/ｍ・年

水道菅

下水道管

ガス管
円/ｍ・年 水道管、下水道

管、ガス管その

他これらに類す

るもの

円/ｍ・年その他のもの

郵便差出箱

円/㎡・年

郵便差出箱、信書

便差出箱又は公衆

電話所

円/個・年
公衆電話所

警察署の派出所及びこれに附属する物件

天体、気象及び土地観測施設

円/㎡・月

興行のため設けられる仮設工作物

標識 標識

警察署の派出所及びこれに附属する物件

競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する

催しのため設けられる仮設工作物
12

円/㎡・日
競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催しのため設

けられる仮設工作物

190 円/㎡・月
土石、竹木、瓦その他の工事用材料の置場

その他

これらに

類するもの

1200 円/㎡・年

郵便差出箱

公衆電話所

天体、気象及び土地観測施設

工事用板囲い、足場、詰所その他の工事用施設
12 円/㎡・日

工事用板囲い、足場、詰所その他の工事用施設

土石、竹木、瓦その他の工事用材料の置場

190

電

柱

電

線

鉄

塔

等

埋

設

管

類

等

工

作

物

建

築

物

等

行

為

工

事

資料①



議
案
第
三
十
三
号 

 
宇
部
市
常
盤
通
り
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
施
設
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
常
盤
通
り
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
施
設
条
例
（
令
和
四
年
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

  

第
三
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

八 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
小
） 

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
多
目
的
室
」
を
「
、
多
目
的
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）

又
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
小
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）
」

を
「
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）
又
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
」
に
改
め
、
「
利
用
」
の
下

に
「
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
専
用
利
用
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
十
二
条
第
一
項
中
「
加
え
た
」
を
「
加
え
、
一
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
駐
車
場
」
を
「
一
時
保
育
ル
ー
ム
又
は
駐
車
場
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
項
中
「
三
年
十
月
」
を
「
四
年
六
月
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
中 

「 

多
目
的
室 

一
月
一
日
及
び

十
二
月
三
十
一

日
を
除
く
毎
日 

午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で 

 

を 

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（ 

大
）
及
び
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（
小
） 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

」 

「 
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多
目
的
室 

一
月
一
日
及
び

十
二
月
三
十
一

日
を
除
く
毎
日 

午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で 

 

に
改
め
る
。 

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
（
大
）
及
び
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（ 

小
） 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（ 

大
）
及
び
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（
小
） 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

」 

 

別
表
第
二
中 

「 

多
目
的
室 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
八
〇
〇
円 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

多
目
的
室
（
調
理
ス

ペ
ー
ス
を
除
く
。
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
四
〇
〇
円
（
全
面
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

七
〇
〇
円
（
半
面
） 

 
に
改 

多
目
的
室
（
調
理
ス

ペ
ー
ス
を
含
む
。
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
五
〇
〇
円
（
全
面
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

八
〇
〇
円
（
半
面
） 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
（
大
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
〇
〇
円 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
（
小
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

め
、
同
表
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
大
）
の
項
中
「
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
独

占
」
を
「
専
用
利
用
」
に
、
「
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
（
小
）
の
項
中
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
〇
〇
円
」
に
、
「
独
占
」
を
「
専
用
利
用
」

に
、
「
五
〇
〇
円
」
を
「
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
一
〇
〇
円
（
専
用
利
用
） 

別
表
第
二
備
考
中
「
多
目
的
室
」
の
下
に
「
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
（
小
）
」
を
加
え
、
「
又
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）
」
を
「
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）

8
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又
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
」
に
改
め
、
同
表
備
考
を
同
表
備
考
第
一
号
と
し
、
同
表
備
考

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

二 
シ
ャ
ワ
ー
設
備
、
キ
ッ
チ
ン
設
備
又
は
冷
暖
房
設
備
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
実
費
を

徴
収
す
る
。 

 

別
表
第
三
備
考
を
同
表
備
考
第
一
号
と
し
、
同
表
備
考
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

拠
点
施
設
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
駐
車
券
を
拠
点
施
設
内
に
備
付
け
の
割
引
ラ
イ

タ
ー
（
割
引
認
証
機
）
に
通
す
こ
と
に
よ
り
一
時
間
以
内
無
料
と
す
る
。 

三 

拠
点
施
設
内
に
お
け
る
本
市
の
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
用
務
の
た
め
に
駐
車
場
を
利
用

す
る
者
に
つ
い
て
利
用
時
間
が
一
時
間
を
超
え
る
と
き
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
割
引
ラ
イ

タ
ー
に
通
し
た
後
の
駐
車
券
と
サ
ー
ビ
ス
券
（
拠
点
施
設
を
利
用
す
る
者
が
そ
の
訪
問
先
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
時
間
に
応
じ
た
駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
券
を
い
う
。
）
を

自
動
精
算
機
に
通
す
こ
と
に
よ
り
無
料
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

宇
部
市
常
盤
通
り
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
施
設
の
建
築
工
事
の
遅
れ
に
よ
る
供
用
開
始
の
遅
延
に

伴
い
、
施
行
期
日
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
当
該
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
で

あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
施
設
） 

（
施
設
） 

第
三
条 

 

第
三
条 

 

七 
 

七 
 

 

八 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
及
び
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
小
） 

八 
 

九 
 

九 
 

十 
 

十 
 

十
一 

 

十
一 

 

十
二 

 

（
利
用
の
許
可
） 

（
利
用
の
許
可
） 

第
七
条 

 

第
七
条 

 

一 

一
時
保
育
ル
ー
ム
又
は
多
目
的
室
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
又
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
（
小
）
を
利
用
す
る
者 

一 

一
時
保
育
ル
ー
ム
、
多
目
的
室
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
又
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
（
小
）
を
利
用
す
る
者 

二 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
大
）
又
は
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
（
小
）
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
を

独
占
的
に
利
用
（
別
表
第
二
に
お
い
、
「
専
用

利
用
」
と
い
う
。
）
す
る
者 

二 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
大
）
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
（
小
）
又
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
を

独
占
的
に
利
用
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
専
用

利
用
」
と
い
う
。
）
す
る
者 

（
使
用
料
） 

（
使
用
料
） 

第
十
二
条 

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
の

許
可
を
受
け
た
者
（
第
十
五
条
に
お
い
て
「
許
可

利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
第
二
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
て
得
た
合
計
額
に
消
費
税
法
（
昭
和

六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
（ 

以
下
単
に
「
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
」
と

い
う
。
）
を
加
え
た
、
一
円
未
満
の
端
数
を
切
り

捨
て
額
の
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

第
十
二
条 

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
の

許
可
を
受
け
た
者
（
第
十
五
条
に
お
い
て
「
許
可

利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
第
二
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
て
得
た
合
計
額
に
消
費
税
法
（
昭
和

六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
（ 

以
下
単
に
「
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
」
と

い
う
。
）
を
加
え
、
一
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨

て
た
額
の
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
使
用
料
の
減
免
等
） 

（
使
用
料
の
減
免
等
） 

第
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
が

公
用
又
は
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

第
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
が

公
用
又
は
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
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は
、
使
用
料
（
駐
車
場
ャ
ワ
ー
室
又
は
駐
車
場
の

利
用
に
係
る
使
用
料
を
除
く
。
）
を
後
納
さ
せ
、

又
は
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

は
、
使
用
料
（
一
時
保
育
ル
ー
ム
又
は
駐
車
場
の

利
用
に
係
る
使
用
料
を
除
く
。
）
を
後
納
さ
せ
、

又
は
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

附 

則 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

十
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
規
則
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
年

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
規
則
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
） 

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
） 

施
設 

開
館
日
又

は
開
場
日 

開
館
時
間
又
は
開

場
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
目
的
室 

一
月
一
日

及
び
十
二

月
三
十
一

日
を
除
く

毎
日 

午
前
十
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で 

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス 

午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
（
大
）
及
び

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
（
小
） 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
大
）
及
び
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
（
小 

） ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設 

開
館
日
又

は
開
場
日 

開
館
時
間
又
は
開

場
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
多
目
的
室 

一
月
一
日

及
び
十
二

月
三
十
一

日
を
除
く

毎
日 

午
前
十
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で 

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス 

午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
（
大
）
及
び

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
（
小
） 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
大
）
及
び
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
（
小 

） ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ペ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
表
第
二
（
第
十
二
条
関
係
） 

別
表
第
二
（
第
十
二
条
関
係
） 

区
分 

使
用
料
の
額 

 
 

 
 

 
 

多
目
的
室 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
八

〇
〇
円 

     

 

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル 

   

区
分 

使
用
料
の
額 

 
 

 
 

 
 

多
目
的
室

（
調
理
ス

ペ
ー
ス
を

除
く
。
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
四

〇
〇
円
（
全
面
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

七
〇
〇

円
（
半
面
） 

多
目
的
室

（
調
理
ス

ペ
ー
ス
を 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
五

〇
〇
円
（
全
面
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

八
〇
〇 
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ー
ム
（
大
）     

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー

ム
（
小
） 

フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（ 

大
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

二
、
四

〇
〇
円
（
全
面
独
占 

 

） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
二

〇
〇
円
（
半
面
独
占 

 

） 

フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（ 

小
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
〇

〇
〇
円
（
全
面
独
占 

 

） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

五
〇
〇

円
（
半
面
独
占 

 

） 

ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
一

〇
〇
円 

 

含
む
。
） 

円
（
半
面
） 

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー

ム
（
大
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
〇
〇

円 

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー

ム
（
小
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
〇
〇

円 

フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（ 

大
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

二
、
二

〇
〇
円
（
全
面
専
用
利
用
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
一

〇
〇
円
（
半
面
専
用
利
用
） 

フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（ 

小
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

八
〇
〇

円 
 
 
 

（
全
面
専
用
利
用
） 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

四
〇
〇

円
（
半
面
専
用
利
用
） 

ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ス

ペ
ー
ス 

一
時
間
以
内
ご
と
に
つ
き 

一
、
一

〇
〇
円
（
専
用
利
用
） 

 

備
考 

多
目
的
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
小
）
、
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
（
大
）
又
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）
は

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
で
商
行
為
（
展
示

即
売
会
等
を
い
う
。
）
を
行
う
と
き
の
使
用
料

の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
額
の
二
倍
の
額
と

す
る
。 

備
考 一 

多
目
的
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
）
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
小
）
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
（
大
）
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
小
）

又
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
で
商
行
為

（
展
示
即
売
会
等
を
い
う
。
）
を
行
う
と
き

の
使
用
料
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
額
の

二
倍
の
額
と
す
る
。 

 

二 

シ
ャ
ワ
ー
設
備
、
キ
ッ
チ
ン
設
備
又
は
冷

暖
房
設
備
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
実
費

を
徴
収
す
る
。 

別
表
第
三
（
第
十
二
条
関
係
） 

別
表
第
三
（
第
十
二
条
関
係
） 

備
考 

使
用
料
の
額
は
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
を
含
む
。 

備
考 

 

一 

使
用
料
の
額
は
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
額
を
含
む
。 

 

二 

拠
点
施
設
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

駐
車
券
を
拠
点
施
設
内
に
備
付
け
の
割
引
ラ

イ
タ
ー
（
割
引
認
証
機
）
に
通
す
こ
と
に
よ

り
一
時
間
以
内
無
料
と
す
る
。 

 

三 

拠
点
施
設
内
に
お
け
る
本
市
の
事
務
又
は

8
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事
業
に
関
す
る
用
務
の
た
め
に
駐
車
場
を
利

用
す
る
者
に
つ
い
て
利
用
時
間
が
一
時
間
を

超
え
る
と
き
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
割
引

ラ
イ
タ
ー
に
通
し
た
後
の
駐
車
券
と
サ
ー
ビ

ス
券
（
拠
点
施
設
を
利
用
す
る
者
が
そ
の
訪

問
先
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
時
間

に
応
じ
た
駐
車
場
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
券
を
い

う
。
）
を
自
動
精
算
機
に
通
す
こ
と
に
よ
り

無
料
と
す
る
。 
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産業建設委員会

都市政策部 中心市街地活性化推進課

議案第３３号

宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設条例中一部改正の件

１



条例改正の主な理由

①実施設計において貸室の追加や面積の増加等が生じたため、

使用料を算出し直した。

②駐車場料金について、利便性向上と市駐車場料金との整合を

図るため、割引制度を追加した。

議案第３３号 宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設条例中一部改正の件

③供用開始の遅延に伴い、本条例の施行期日を変更する。

２



①貸室追加と使用料金変更

議案第３３号 宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設条例中一部改正の件

※赤字変更箇所
※税抜金額

貸室 時間 現行 改正

多目的室 ２５０㎡

１時間

１,８００円（全面） １,４００円（全面）
７００円（半面）

多目的室（キッチン利用）２８０㎡ － １,５００円（全面）
８００円（半面）

ミーティングルーム（大） １６㎡ － １００円

ミーティングルーム（小） ８㎡ － １００円

フリースペース（大） ３９０㎡ ２,４００円（全面）
１,２００円（半面）

２,２００円（全面）
１,１００円（半面）

フリースペース（小） １５０㎡ １,０００円（全面）
５００円（半面）

８００円（全面）
４００円（半面）

クリエイティブスペース ２００㎡ － １,１００円

シャワー室 ３分 － １００円

※冷暖房設備、キッチン設備を使用するときは、その実費を徴収する。
３



②駐車場使用料割引の追加

駐車時間 使用料

午前９時から午後９時まで １台１回３０分以内ごとに ６０円

午後９時から翌日の午前９時まで １台１回３０分以内ごとに ３０円

【現行】

【改正】

現行に割引制度を追加

・施設利用者は、施設内の割引ライターを通すことにより１時間無料とする。

・市の事務又は事業に関する用務のために施設を利用する者について、１時間を超えるときは、

サービス券により無料とする。

議案第３３号 宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設条例中一部改正の件

４



公布の日から起算して３年１０か月を超えない範囲内において

議案第３３号 宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設条例中一部改正の件

※指定期間の変更については、

「議案第４２号 宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設に係る指定管理者の指定の変更の件」による

【現行】

③施行期日の変更

【改正】

公布の日から起算して４年６か月を超えない範囲内において

公布の日=令和４年１２月

当初供用開始 令和８年１０月

変更後供用開始 令和９年６月

５



議案第４１号 

 

常盤通りにぎわい交流拠点利活用事業施設整備変更契約締結の件 

 

令和５年６月市議会定例会において議決された議案第５８号について、下記のと

おり変更契約を締結したいので、宇部市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例（昭和３９年条例第５８号）第２条の規定により、市議会の

議決を求める。 

  令和８年２月２０日提出 

 

宇部市長  篠 﨑  圭 二     

 

 

記  

 変更請負金額   一金 ３,８０９,００５,０００円也  

                  （消費税及び地方消費税額を含む。）  

          （当初 一金 ３,３３９,８２０,０００円也）  

【説明】  

１ 事 業 名  常盤通りにぎわい交流拠点利活用事業 

２ 事 業 場 所  宇部市常盤町一丁目地内 

３ 事 業 の 概 要  宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設の設計、建設及び工事

監理業務 

４ 契約の相手方  安成・大旗・さくら・巽・合人社エンジ共同企業体 

６ 契約の相手方   代表者 下関市綾羅木新町三丁目７番１号 

              株式会社安成工務店 

               代表取締役  安  成  信  次 

              広島市中区大手町三丁目８番２４号 

              大旗連合建築設計株式会社 

               代表取締役  大  旗   祥 

宇部市東小串一丁目１番２０号 

              さくら設計株式会社 

               代表取締役  古  松  洋  一 
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光市光ケ丘５番１号 

              株式会社巽設計コンサルタント 

               代表取締役  光  井  謙  二 

広島市中区袋町４番３１号 

              合人社エンジニアリング株式会社 

               代表取締役  福  原  祥  二 

               （当初 代表取締役  東    裕  高） 

５ 変 更 の 理 由   賃金水準及び物価水準の変動に伴う全体スライド条項の適

用等により、施設整備請負金額を増額変更するものである。 

132



議案第４２号 

 

宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設に係る指定管理者の指定の 

変更の件 

 

令和５年６月市議会定例会において議決された議案第５９号に関し、下記のとお

り宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設の指定管理者の指定を変更することについ

て、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、

市議会の議決を求める。 

  令和８年２月２０日提出 

 

                    宇部市長  篠  﨑 圭 二 

 

 

記 

１ 変更の内容  指定する期間を次の期間に変更する。 

令和９年４月１日から令和２８年１１月３０日まで 

（当初 令和８年８月１日から令和２８年３月３１日まで） 

２ 変更の理由  宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設の建築工事の遅れによる

供用開始の遅延に伴い、当該施設の指定管理者の指定する期間を

変更する必要があるため 

（参考） 

１ 施設の名称及び位置 
 

名         称  
 

位         置  
 

宇部市常盤通りにぎわい交流拠点施設 
 

宇部市常盤町一丁目６番３０号 
  

２ 指定管理者 

  宇部市東琴芝二丁目１番３１号 

  株式会社常盤通り未来共創まちづくり 

   代表取締役  山  本  計  至 
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議
案
第
三
十
二
号 

 

宇
部
市
建
築
物
に
お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
中
一
部 

 
改
正
の
件 

 

宇
部
市
建
築
物
に
お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
条
例

第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

  

第
三
条
中
「
別
表
第
一
」
を
「
次
の
表
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え
る
。 

（
ア
） 

地
域
又

は
地
区 

商
業
地
域 

近
隣
商
業
地
域
又
は

周
辺
地
区 

（
イ
） 

建
築
物

の
用
途 

建
築
物
の
全
部
又
は
一

部
を
特
定
用
途
（
法
第

二
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
用
途
を
い
う 

。
以
下
同
じ
。
）
（
共

同
住
宅
を
除
く
。
）
に

供
す
る
も
の 

建
築
物
の
全
部
を
特
定

用
途
以
外
の
用
途
（
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
「 

非
特
定
用
途
」
と
い
う 

。
）
又
は
共
同
住
宅
の

用
途
に
供
す
る
も
の 

建
築
物
の
全
部
又
は
一

部
を
特
定
用
途
（
共
同

住
宅
を
除
く
。
）
に
供

す
る
も
の 

（
ウ
） 

建
築
物

の
規
模 

特
定
用
途
（
共
同
住
宅

を
除
く
。
）
に
供
す
る

部
分
（
以
下
「
特
定
部

分
」
と
い
う
。
）
の
延

べ
面
積
が
二
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の 

非
特
定
用
途
又
は
共
同

住
宅
の
用
途
に
供
す
る

部
分
（
以
下
「
非
特
定

部
分
」
と
い
う
。
）
の

延
べ
面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積

が
、
三
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の 

（
エ
） 

駐
車
施

設
の
規

模
の
基

準 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積

が
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

（
特
定
部
分
の
延
べ
面 

非
特
定
部
分
の
延
べ
面

積
が
三
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部

分
（
非
特
定
部
分
の
延 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積

が
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

（
特
定
部
分
の
延
べ
面 

6
9



 

 

積
が
二
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い

る
建
築
物
に
つ
い
て
増

築
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
建
築
物
の
増

築
に
係
る
部
分
）
の
面

積
に
対
し
て
二
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
ご
と

に
一
台 

べ
面
積
が
三
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

て
い
る
建
築
物
に
つ
い

て
増
築
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
建
築
物

の
増
築
に
係
る
部
分
）

の
面
積
に
対
し
て
三
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

ご
と
に
一
台 

積
が
三
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い

る
建
築
物
に
つ
い
て
増

築
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
建
築
物
の
増

築
に
係
る
部
分
）
の
面

積
に
対
し
て
三
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
ご
と

に
一
台 

備
考 

 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
及
び
非
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
を
算
出
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
駐
車

施
設
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
き
、
観
覧
場
に
あ
つ
て
は
、
屋
外
観
覧
席

の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
含
む
。 

第
四
条
中
「
特
定
用
途
（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
用
途
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分

（
以
下
「
非
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）
」
を
「
特
定
部
分
及
び
非
特
定
部
分
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
中
「
別
表
第
二
」
を
「
次
の
表
の
」
に
、
「
建
物
」
及
び
「
建
物
等
」
を
「
建
築
物
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え
る
。 

（
ア
） 

地
域
又

は
地
区 

商
業
地
域 

近
隣
商
業
地
域
又
は
周
辺
地
区 

（
イ
） 

建
築
物

の
規
模 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の 

（
ウ
） 

駐
車
施

設
の
規

模
の
基

準 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
（ 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
建

築
物
に
つ
い
て
当
該
用
途
変
更
に
よ

り
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
増
加
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
増
加
す

る
特
定
部
分
）
の
面
積
に
対
し
て
二

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
ご
と
に
一

台 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
（ 

特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
建

築
物
に
つ
い
て
当
該
用
途
変
更
に
よ

り
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
増
加
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
増
加
す

る
特
定
部
分
）
の
面
積
に
対
し
て
三

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
ご
と
に
一

台 

  

7
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備
考 

 
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
を
算
出
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
駐
車
施
設
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の

床
面
積
の
合
計
を
除
き
、
観
覧
場
に
あ
つ
て
は
、
屋
外
観
覧
席
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
含

む
。 

第
七
条
第
一
項
中
「
す
る
駐
車
施
設
は
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
規
模
を
駐
車
台
数
一
台
に

つ
き
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
か
つ
、
自
動
車
（
法
第
二
条
第

四
号
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
有
効
に
駐
車
し
出
入
り
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
駐
車
施
設
の
う
ち
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す

る
部
分
の
規
模
は
、
駐
車
台
数
一
台
に
つ
き
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
五
メ
ー
ト
ル
以
上

と
し
、
自
動
車
を
安
全
に
駐
車
さ
せ
、
及
び
出
入
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
附
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
駐
車
施
設
の
台
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
附
置
義
務
台
数
」
と
い
う
。
）
に
〇
・

三
を
乗
じ
て
得
た
台
数
（
小
数
点
以
下
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）

に
係
る
自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
規
模
は
、
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
六

メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
に
つ
い
て
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用

し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
利
用
居
室
ま
で
の
経
路
が
で
き
る
だ
け

短
く
な
る
位
置
に
設
置
さ
れ
る
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
駐
車
施
設

と
し
て
、
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
は
り
下
の
高
さ
二
・
三
メ
ー

ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
の
構
造
又
は
敷
地
の
状
態
か
ら

市
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

附
置
義
務
台
数
が
二
百
以
下
の
場
合 

当
該
台
数
に
百
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の

数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
た
数
） 

二 

附
置
義
務
台
数
が
二
百
を
超
え
る
場
合 

当
該
台
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ

の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
た
数
）
に
二
を
加
え
た
数 

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
削
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
新
築
、
増
築
又
は
用
途
変
更
の
工
事
中
の
建
築
物
に
お
け
る
駐

車
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
宇
部
市
建
築
物
に
お
け
る
駐
車
施
設
の
附

7
1



置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

駐
車
場
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

駐
車
施
設
の
附
置
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
従
前
と
同
様
の
基
準
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

7
2



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
建
築
物
の
新
築
又
は
増
築
の
場
合
の
駐
車
施
設
の

附
置
） 

（
建
築
物
の
新
築
又
は
増
築
の
場
合
の
駐
車
施
設
の

附
置
） 

第
三
条 

別
表
第
一
（
ア
）
欄
に
掲
げ
る
地
域
又
は

地
区
内
に
お
い
て
、
同
表
（
イ
）
欄
の
用
途
に
供

す
る
建
築
物
で
同
表
（
ウ
）
欄
の
規
模
の
も
の
を

新
築
し
、
当
該
規
模
の
も
の
に
つ
い
て
増
築
を
し
、

又
は
当
該
規
模
と
な
る
増
築
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
建
築
物
又
は
そ
の
建
築
物
の
敷
地
内
に

同
表
（
エ
）
欄
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た

規
模
以
上
の
規
模
を
有
す
る
駐
車
施
設
を
附
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
小
学
校
及
び
中

学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
及
び
中
学

校
を
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
三
条 

次
の
表
の
（
ア
）
欄
に
掲
げ
る
地
域
又
は

地
区
内
に
お
い
て
、
同
表
（
イ
）
欄
の
用
途
に
供

す
る
建
築
物
で
同
表
（
ウ
）
欄
の
規
模
の
も
の
を

新
築
し
、
当
該
規
模
の
も
の
に
つ
い
て
増
築
を
し
、

又
は
当
該
規
模
と
な
る
増
築
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
建
築
物
又
は
そ
の
建
築
物
の
敷
地
内
に

同
表
（
エ
）
欄
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た

規
模
以
上
の
規
模
を
有
す
る
駐
車
施
設
を
附
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
小
学
校
及
び
中

学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
及
び
中
学

校
を
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
ア
） 

地
域

又
は

地
区 

商
業
地
域 

近
隣
商
業

地
域
又
は

周
辺
地
区 

（
イ
） 

建
築

物
の

用
途 

建
築
物
の

全
部
又
は

一
部
を
特

定
用
途
（ 

法
第
二
十

条
第
一
項

に
規
定
す

る
特
定
用

途
を
い
う 

。
以
下
同

じ
。
）
（ 

共
同
住
宅

を
除
く
。 

）
に
供
す 

る
も
の 

建
築
物
の

全
部
を
特

定
用
途
以

外
の
用
途

（
以
下
こ

の
表
に
お

い
て
「
非 

特
定
用
途 

」
と
い
う 

。
）
又
は 

共
同
住
宅

の
用
途
に

供
す
る
も

の 

建
築
物
の

全
部
又
は

一
部
を
特

定
用
途
（ 

共
同
住
宅

を
除
く
。 

）
に
供
す 

る
も
の 
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（
ウ
） 

建
築

物
の

規
模 

特
定
用
途

（
共
同
住

宅
を
除
く 

。
）
に
供 

す
る
部
分

（
以
下
「 

特
定
部
分 

」
と
い
う 

。
）
の
延 

べ
面
積
が

二
、
〇
〇 

〇
平
方
メ

ー
ト
ル
を

超
え
る
も

の 

非
特
定
用

途
又
は
共

同
住
宅
の

用
途
に
供

す
る
部
分

（
以
下
「 

非
特
定
部

分
」
と
い

う
。
）
の 

延
べ
面
積

が
三
、
〇 

〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

を
超
え
る

も
の 

特
定
部
分

の
延
べ
面

積
が
、
三 

、
〇
〇
〇 

平
方
メ
ー

ト
ル
を
超

え
る
も
の 

（
エ
） 
駐
車

施
設

の
規

模
の

基
準 

特
定
部
分

の
延
べ
面

積
が
二
、 

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

る
部
分
（ 

特
定
部
分

の
延
べ
面

積
が
二
、 

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

て
い
る
建

築
物
に
つ

い
て
増
築

す
る
場
合

に
あ
つ
て

は
、
そ
の 

建
築
物
の

増
築
に
係

る
部
分
） 

の
面
積
に 

非
特
定
部

分
の
延
べ

面
積
が
三
、

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

る
部
分
（ 

非
特
定
部

分
の
延
べ

面
積
が
三 

、
〇
〇
〇 

平
方
メ
ー

ト
ル
を
超

え
て
い
る

建
築
物
に

つ
い
て
増

築
す
る
場

合
に
あ
つ

て
は
、
そ 

の
建
築
物

の
増
築
に

係
る
部
分 

）
の
面
積 

特
定
部
分

の
延
べ
面

積
が
三
、 

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

る
部
分
（ 

特
定
部
分

の
延
べ
面

積
が
三
、 

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

て
い
る
建

築
物
に
つ

い
て
増
築

す
る
場
合

に
あ
つ
て

は
、
そ
の 

建
築
物
の

増
築
に
係

る
部
分
） 

の
面
積
に 
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対
し
て
二

〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

ま
で
ご
と

に
一
台 

に
対
し
て

三
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
ま
で
ご

と
に
一
台 

対
し
て
三

〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

ま
で
ご
と

に
一
台 

備
考 特

定
部
分
の
延
べ
面
積
及
び
非
特
定
部
分
の
延

べ
面
積
を
算
出
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
駐
車
施
設

の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
き 

、
観
覧
場
に
あ
つ
て
は
、
屋
外
観
覧
席
の
部
分
の

床
面
積
の
合
計
を
含
む
。 

 

（
混
合
用
途
建
築
物
の
新
築
又
は
増
築
の
場
合
の
駐

車
施
設
の
附
置
） 

（
混
合
用
途
建
築
物
の
新
築
又
は
増
築
の
場
合
の
駐

車
施
設
の
附
置
） 

第
四
条 

商
業
地
域
内
に
お
け
る
特
定
用
途
（
法
第

二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
特
定
部

分
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
用
途
以
外
の
用
途
に

供
す
る
部
分
（
以
下
「
非
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）

を
有
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
を
特

定
用
途
に
供
す
る
建
築
物
と
み
な
し
て
、
前
条
の

規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
非
特
定

部
分
の
延
べ
面
積
（
駐
車
施
設
の
用
途
に
供
す
る

部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
く
。
）
に
三
分
の
二

を
乗
じ
て
得
た
面
積
と
特
定
部
分
の
延
べ
面
積

（
観
覧
場
の
屋
外
観
覧
席
を
含
み
駐
車
施
設
の
用

途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
く
。
）

と
の
合
計
を
そ
の
建
築
物
の
延
べ
面
積
と
す
る
。 

第
四
条 

商
業
地
域
内
に
お
け
る
特
定
部
分
及
び
非

特
定
部
分
一
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
特
定
部

分
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
用
途
以
外
の
用
途
に

供
す
る
部
分
（
以
下
「
非
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）

を
有
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
を
特

定
用
途
に
供
す
る
建
築
物
と
み
な
し
て
、
前
条
の

規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
非
特
定

部
分
の
延
べ
面
積
（
駐
車
施
設
の
用
途
に
供
す
る

部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
く
。
）
に
三
分
の
二

を
乗
じ
て
得
た
面
積
と
特
定
部
分
の
延
べ
面
積

（
観
覧
場
の
屋
外
観
覧
席
を
含
み
駐
車
施
設
の
用

途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
除
く
。
）

と
の
合
計
を
そ
の
建
築
物
の
延
べ
面
積
と
す
る
。 

（
建
築
物
の
用
途
変
更
の
場
合
の
駐
車
施
設
の
附
置 

） 

（
建
築
物
の
用
途
変
更
の
場
合
の
駐
車
施
設
の
附
置 

） 

第
五
条 

別
表
第
二
（
ア
）
欄
に
掲
げ
る
地
域
又
は

地
区
内
に
お
い
て
建
築
物
の
部
分
の
用
途
の
変
更

（
以
下
「
用
途
変
更
」
と
い
う
。
）
で
、
当
該
用

途
変
更
に
よ
り
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
同
表

（
イ
）
欄
の
規
模
の
も
の
と
な
る
も
の
、
又
は
特

定
部
分
の
延
べ
面
積
が
同
表
（
イ
）
欄
の
規
模
で

あ
る
用
途
変
更
で
当
該
用
途
変
更
に
よ
り
特
定
部

分
の
延
べ
面
積
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の

た
め
に
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替

第
五
条 

次
の
表
の
（
ア
）
欄
に
掲
げ
る
地
域
又
は

地
区
内
に
お
い
て
建
築
物
の
部
分
の
用
途
の
変
更

（
以
下
「
用
途
変
更
」
と
い
う
。
）
で
、
当
該
用

途
変
更
に
よ
り
特
定
部
分
の
延
べ
面
積
が
同
表

（
イ
）
欄
の
規
模
の
も
の
と
な
る
も
の
、
又
は
特

定
部
分
の
延
べ
面
積
が
同
表
（
イ
）
欄
の
規
模
で

あ
る
用
途
変
更
で
当
該
用
途
変
更
に
よ
り
特
定
部

分
の
延
べ
面
積
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の

た
め
に
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
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（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一

号
）
第
二
条
第
十
四
号
又
は
第
十
五
号
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
建
物
ｄ
又
は
そ
の
建
物
等
の
敷
地
内
に
同
表

（
ウ
）
欄
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
規
模
以
上
の

規
模
を
有
す
る
駐
車
施
設
を
附
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一

号
）
第
二
条
第
十
四
号
又
は
第
十
五
号
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
建
築
物
又
は
そ
の
建
築
物
の
敷
地
内
に
同
表

（
ウ
）
欄
の
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
規
模
以
上
の

規
模
を
有
す
る
駐
車
施
設
を
附
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
ア
） 

地
域

又
は

地
区 

商
業
地
域 

近
隣
商
業
地
域
又

は
周
辺
地
区 

（
イ
） 

建
築

物
の

規
模 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の 

（
ウ
） 
駐
車

施
設

の
規

模
の

基
準 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
部
分
（ 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
二
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
て
い
る
建

築
物
に
つ
い
て
当

該
用
途
変
更
に
よ

り
特
定
部
分
の
延

べ
面
積
が
増
加
す

る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
増
加
す

る
特
定
部
分
）
の

面
積
に
対
し
て
二

〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
ご
と
に
一

台 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
部
分
（ 

特
定
部
分
の
延
べ

面
積
が
三
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
て
い
る
建

築
物
に
つ
い
て
当

該
用
途
変
更
に
よ

り
特
定
部
分
の
延

べ
面
積
が
増
加
す

る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
増
加
す

る
特
定
部
分
）
の

面
積
に
対
し
て
三

〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
ご
と
に
一

台 

備
考 特

定
部
分
の
延
べ
面
積
を
算
出
す
る
に
当
た
つ

て
は
、
駐
車
施
設
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
を
除
き
、
観
覧
場
に
あ
つ
て
は
、
屋
外

観
覧
席
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
含
む
。 

 

（
駐
車
施
設
の
規
模
） 

（
駐
車
施
設
の
規
模
） 
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第
七
条 

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り

附
置
す
る
駐
車
施
設
は
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分

の
規
模
を
駐
車
台
数
一
台
に
つ
き
幅
二
・
五
メ
ー

ト
ル
以
上
、
奥
行
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
か
つ
、

自
動
車
（
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
自
動
車

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
有
効
に
駐
車
し
出
入

り
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
七
条 

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り

附
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
駐
車
施
設
の
う
ち
自

動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
規
模
は
、
駐

車
台
数
一
台
に
つ
き
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、

奥
行
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
自
動
車
を
安
全
に

駐
車
さ
せ
、
及
び
出
入
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 
 
 
 
 

。 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
条
か
ら
第

五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
附
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
駐
車
施
設
の
台
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
附
置
義
務
台
数
」
と
い
う
。
）
に
〇
・
三
を
乗

じ
て
得
た
台
数
（
小
数
点
以
下
の
端
数
が
あ
る
場

合
は
、
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
係
る
自

動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
規
模
は
、
幅

二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
六
メ
ー
ト
ル
以
上

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
少
な

く
と
も
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
に
つ
い
て
は
、
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高

齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
利
用
居
室
ま
で
の

経
路
が
で
き
る
だ
け
短
く
な
る
位
置
に
設
置
さ
れ

る
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
駐
車
施
設
と
し
て
、
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以

上
、
奥
行
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
は
り
下
の
高
さ
二
・

三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
建
築
物
の
構
造
又
は
敷
地
の
状
態
か

ら
市
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
場
合
に
お
い

て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

附
置
義
務
台
数
が
二
百
以
下
の
場
合 

当
該

台
数
に
百
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数

に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

を
切
り
上
げ
た
数
） 

二 

附
置
義
務
台
数
が
二
百
を
超
え
る
場
合 

当

該
台
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の

数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
上
げ
た
数
）
に
二
を
加
え
た
数 

２ 

前
項
項
の
規
定
は
、
特
殊
な
装
置
を
用
い
る
駐

車
施
設
で
自
動
車
が
有
効
か
つ
安
全
に
駐
車
し
、

出
入
り
で
き
る
も
の
と
市
長
が
認
め
た
場
合
に
お

い
て
は
適
用
し
な
い
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
特
殊
な
装
置
を
用
い
る
駐

車
施
設
で
自
動
車
が
有
効
か
つ
安
全
に
駐
車
し
、

出
入
り
で
き
る
も
の
と
市
長
が
認
め
た
場
合
に
お

い
て
は
適
用
し
な
い
。 

7
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旧 新 

別表第１ 

(ア) 地域又は

地区 

商業地域 近隣商業地域又

は周辺地区 

(イ) 建築物の

用途 

建築物の全部

又は一部を特定

用途に供するも

の 

建築物の全部

を特定用途以外

の用途に供する

もの 

建築物の全部

又は一部を特定

用途に供するも

の 

(ウ) 建築物の

規模 

特定部分の延

べ面積（観覧場

の屋外観覧席を

含み、駐車施設

の用途に供する

部分の床面積の

合計を除く。以

下、下欄におい

て 同 じ 。） が

2,000 平方メー

トルをこえるも

の 

非特定部分の

延べ面積（駐車

施設の用途に供

する部分の床面

積 の 合計を除

く。以下、下欄に

おいて同じ。）が

3,000 平方メー

トルをこえるも

の 

特定部分の延

べ面積（観覧場

の屋外観覧席を

含み、駐車施設

の用途に供する

部分の床面積の

合計を除く。以

下、下欄におい

て 同 じ 。） が

3,000 平方メー

トルをこえるも

の 
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別表第２ 

(エ) 駐車施設

の規模の

基準 

特定部分の延

べ面積が 2,000

平方メートルを

こえる部分（特

定部分の延べ面

積が 2,000 平方

メートルをこえ

ている建築物に

ついて増築する

場合にあつては 

、その建築物の

増築に係る部分 

）の面積に対し

て 200 平方メー

トルまでごとに

1 台 

非特定部分の

延べ面積が 3,0 

00 平方メート

ルをこえる部分

（非特定部分の

延べ面積が 3,0 

00 平方メート

ルをこえている

建築物について

増築する場合に

あつては、その

建築物の増築に

係る部分）の面

積に対して 300

平方メートルま

でごとに 1台 

特定部分の延

べ面積が 3,000

平方メートルを

こえる部分（特

定部分の延べ面

積が 3,000 平方

メートルをこえ

ている建築物に

ついて増築する

場合にあつては 

、その建築物の

増築に係る部分 

）の面積に対し

て 300 平方メー

トルまでごとに

1 台 

 

(ア) 地域又は

地区 

商業地域 近隣商業地域又は周辺地

区 

    

 

7
9



 

 

    

(イ) 建築物の

規模 

特定部分の延べ面積（ 

観覧場の屋外観覧席を含

み、駐車施設の用途に供

する部分の床面積の合計

を除く。以下、下欄におい

て同じ。）が 2,000 平方メ

ートルをこえるもの 

特定部分の延べ面積（ 

観覧場の屋外観覧席を含

み、駐車施設の用途に供

する部分の床面積の合計

を除く。以下、下欄におい

て同じ。）が 3,000 平方メ

ートルをこえるもの 

(ウ) 駐車施設

の規模の

基準 

特定部分の延べ面積が

2,000 平方メートルをこ

える部分(特定部分の延

べ面積が 2,000 平方メー

トルをこえている建物に

ついて当該用途変更によ

り特定部分の延べ面積が

増加する場合にあつては 

、その増加する特定部分 

)の面積に対して 200 平

方メートルまでごとに 1

台 

特定部分の延べ面積が

3,000 平方メートルをこ

える部分(特定部分の延

べ面積が 3,000 平方メー

トルをこえている建築物

について当該用途変更に

より特定部分の延べ面積

が増加する場合にあつて

は、その増加する特定部

分)の面積に対して 300

平方メートルまでごとに

1台 
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0



都市政策部



都市政策部



都市政策部



都市政策部



議
案
第
三
十
五
号 

 
宇
部
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。 

 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

別
表
中 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

五
七
〇
円 

 

六
七
〇
円 

 

八
七
〇
円 

 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

一
、
二
〇
〇
円 

 

一
、
四
〇
〇
円 

 

五
一
〇
円 

 

六
〇
〇
円 

 

八
一
〇
円 

 

九
六
〇
円 

 

一
、
一
〇
〇
円 

 

一
、
三
〇
〇
円 

 

五
一
円 

 

六
〇
円 

 

五
円 

 

を 

六
円 

 

に
、 

三
円 

 

四
円 

 

四
九
〇
円 

 

五
九
〇
円 

 

三
〇
〇
円 
 

三
六
〇
円 

 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

一
、
二
〇
〇
円 

 

四
二
〇
円 

 

五
〇
〇
円 

 

一
、
八
〇
〇
円 

 

一
、
九
〇
〇
円 

 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

一
、
二
〇
〇
円 

 

 

」 
 

」 

 

1
0
7



「 

法
第
三

二
条
第

一
項
第

二
号
に

掲
げ
る

物
件 

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も

の 

長
さ
一
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

二
一
円 

を 
 

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

三
〇
円 

外
径
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
一

五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

四
五
円 

外
径
が
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・

二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

六
一
円 

外
径
が
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
三

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

九
一
円 

外
径
が
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
四

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

一
二
〇
円 

外
径
が
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

二
一
〇
円 

外
径
が
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
一
メ
ー

ト
ル
未
満
の
も
の 

三
〇
〇
円 

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の 
六
一
〇
円 

」 

「 

法
第
三

二
条
第

一
項
第

二
号
に

掲
げ
る

物
件 

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も

の 

長
さ
一
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

二
五
円 

 
 

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

三
六
円 

外
径
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
一

五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

五
四
円 

外
径
が
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・

二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

七
二
円 

外
径
が
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
三

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

一
一
〇
円 

外
径
が
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
四

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

一
四
〇
円 
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外
径
が
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の 

 

二
五
〇
円 

に
、 

外
径
が
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
一
メ
ー

ト
ル
未
満
の
も
の 

三
六
〇
円 

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の 

七
二
〇
円 

法
第
三

二
条
第

一
項
第

三
号
に

掲
げ
る

施
設 

自
動
運
行

補
助
施
設 

法
第
二
条

第
二
項
第

五
号
に
規

定
す
る
自

動
運
行
装

置
に
よ
る

検
知
の
対

象
と
し
て

設
置
す
る

導
線
そ
の

他
の
線
類 

地
下
に
設

け
る
も
の 

長
さ
一
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

四
円 

そ
の
他
の

も
の 

一
二
円 

道
路
の
構
造
又
は
交
通

の
状
況
を
表
示
す
る
標

示
柱
そ
の
他
の
柱
類 

一
本
に
つ

き
一
年 
九
六
〇
円 

そ
の
他
の

も
の 

上
空
に
設

け
る
も
の 

占
用
面
積

一
平
方
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

六
〇
〇
円 

地
下
に
設

け
る
も
の 

三
六
〇
円 

そ
の
他
の
も
の 

一
、
二
〇
〇
円 

」 

「 

法
第
三
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
施
設 

占
用
面
積

一
平
方
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

法
第
三

二
条
第

一
項
第 

五
号
に

掲
げ
る 

地

下

街

及

び
地
下
室 

階
数
が
一
つ
の
も
の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
四
を
乗
じ
て
得

た
額 

1
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施
設 

 

 

 

 

 

を 

 

階
数
が
二
つ
の
も
の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
六
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数
が
三
つ
以
上
の
も

の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
七
を
乗
じ
て
得

た
額 

上
空
に
設
け
る
通
路 

九
〇
〇
円 

地
下
に
設
け
る
通
路 

五
四
〇
円 

そ
の
他
の
も
の 

一
、
〇
〇
〇
円 

」 

「 

法
第
三
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設 

占
用
面
積

一
平
方
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年 

一
、
二
〇
〇
円 

 

に
、 

法
第
三

二
条
第

一
項
第

五
号
に

掲
げ
る

施
設 

地
下
街
及

び
地
下
室 

階
数
が
一
つ
の
も
の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
四
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数
が
二
つ
の
も
の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
六
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数
が
三
つ
以
上
の
も

の 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
八
を
乗
じ
て
得

た
額 

上
空
に
設
け
る
通
路 

九
五
〇
円 

地
下
に
設
け
る
通
路 

五
七
〇
円 

そ
の
他
の
も
の 

一
、
二
〇
〇
円 

」 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
 

 
 

1
1
0



一
八
円 

 

一
九
円 

 

一
八
〇
円 

 

一
九
〇
円 

 

一
八
〇
円 

 

一
九
〇
円 

 
一
、
八
〇
〇
円 

 

一
、
九
〇
〇
円 

 
八
一
〇
円 

 

九
六
〇
円 

 

一
八
円 

 

一
九
円 

 

一
八
〇
円 

 
を 

一
九
〇
円 

に
改
め
る
。 

一
八
円 

 

一
九
円 

 

一
八
〇
円 

 

一
九
〇
円 

 

一
、
八
〇
〇
円 

 

一
、
九
〇
〇
円 

 

九
〇
〇
円 

 

九
五
〇
円 

 
 
 

一
八
〇
円 

 

一
九
〇
円 

 

一
〇
〇
円 

 

一
二
〇
円 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
所
要
の

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

1
1
1



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
（
第
二
条
、
第
四
条
関
係
） 

別
表
（
第
二
条
、
第
四
条
関
係
） 

占
用
物
件 

単
位 

占
用
料 

法
第

三
二

条
第

一
項

第
一

号
に

掲
げ

る
工

作
物 

第
一
種
電
柱 
一
本
に

つ
き
一

年 

五
七
〇
円

第
二
種
電
柱 

八
七
〇
円

第
三
種
電
柱 
一
、
二
〇
〇
円

第
一
種
電
話
柱 
五
一
〇
円

第
二
種
電
話
柱 
八
一
〇
円

第
三
種
電
話
柱 

一
、
一
〇
〇
円

そ
の
他
の
柱
類 

五
一
円

共
架
電
線
そ
の
他

上
空
に
設
け
る
線

類 

長
さ
一

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年 

五
円

地
下
電
線
そ
の
他

地
下
に
設
け
る
線

類 

三
円

路
上
に
設
け
る
変

圧
器 

一
個
に

つ
き
一

年 

四
九
〇
円

地
下
に
設
け
る
変

圧
器 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

三
〇
〇
円

変
圧
塔
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の

及
び
公
衆
電
話
所 

一
個
に

つ
き
一

年 

一
、
〇
〇
〇
円

郵
便
差
出
箱 

四
二
〇
円

広
告
塔 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
八
〇
〇
円

占
用
物
件 

単
位 

占
用
料 

法
第

三
二

条
第

一
項

第
一

号
に

掲
げ

る
工

作
物 

第
一
種
電
柱 

一
本
に

つ
き
一

年 

六
七
〇
円

第
二
種
電
柱 

一
、
〇
〇
〇
円

第
三
種
電
柱 

一
、
四
〇
〇
円

第
一
種
電
話
柱 

六
〇
〇
円

第
二
種
電
話
柱 

九
六
〇
円

第
三
種
電
話
柱 

一
、
三
〇
〇
円

そ
の
他
の
柱
類 

六
〇
円

共
架
電
線
そ
の
他

上
空
に
設
け
る
線

類 

長
さ
一

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年 

六
円

地
下
電
線
そ
の
他

地
下
に
設
け
る
線

類 

四
円

路
上
に
設
け
る
変

圧
器 

一
個
に

つ
き
一

年 

五
九
〇
円

地
下
に
設
け
る
変

圧
器 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

三
六
〇
円

変
圧
塔
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
も
の

及
び
公
衆
電
話
所 

一
個
に

つ
き
一

年 

一
、
二
〇
〇
円

郵
便
差
出
箱 

五
〇
〇
円

広
告
塔 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
九
〇
〇
円

1
1
2



 

 
 

そ
の
他
の
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
〇
〇
〇
円

法
第

三
二

条
第

一
項

第
二

号
に

掲
げ

る
物

件 

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の 

長
さ
一

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年 

二
一
円

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

三
〇
円

外
径
が
〇
・
一
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
五
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

四
五
円

外
径
が
〇
・
一
五

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
二
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

六
一
円

外
径
が
〇
・
二
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

三
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

九
一
円

外
径
が
〇
・
三
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

一
二
〇
円

外
径
が
〇
・
四
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

七
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

二
一
〇
円

外
径
が
〇
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
一
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 

三
〇
〇
円

 
 

そ
の
他
の
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
二
〇
〇
円

法
第

三
二

条
第

一
項

第
二

号
に

掲
げ

る
物

件 
外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の 

長
さ
一

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年 

二
五
円

外
径
が
〇
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
一
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

三
六
円

外
径
が
〇
・
一
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

一
五
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

五
四
円

外
径
が
〇
・
一
五

メ
ー
ト
ル
以
上
〇 

・
二
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の 

七
二
円

外
径
が
〇
・
二
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

三
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

一
一
〇
円

外
径
が
〇
・
三
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

一
四
〇
円

外
径
が
〇
・
四
メ

ー
ト
ル
以
上
〇
・

七
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の 

二
五
〇
円

外
径
が
〇
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
一
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も

の 

三
六
〇
円

1
1
3



 

 
 

 

 
外
径
が
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の 

 

六
一
〇
円

 
 

 
そ
の

他
の

も
の  

一
二
円

法
第
三
二
条
第
一
項
第

三
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
施
設 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー 

一
、
〇
〇
〇
円

 
 

 

ト
ル
に

つ
き
一 

 
 

 

 

外
径
が
一
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の 

 

七
二
〇
円

法
第

三
二

条
第

一
項

第
三

号
に

掲
げ

る
施

設 

自
動

運
行

補
助

施
設 

法
第
二

条
第
二

項
第
五

号
に
規

定
す
る

自
動
運

行
装
置

に
よ
る

検
知
の

対
象
と

し
て
設

置
す
る

導
線
そ

の
他
の

線
類 

地
下

に
設

け
る

も
の 

長
さ
一

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年 

四
円

そ
の

他
の

も
の 

一
二
円

道
路
の
構
造

又
は
交
通
の

状
況
を
表
示

す
る
標
示
柱

そ
の
他
の
柱

類 

一
本
に

つ
き
一

年 

九
六
〇
円

そ
の
他

の
も
の

上
空

に
設

け
る

も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

六
〇
〇
円

地
下

に
設

け
る

も
の 

三
六
〇
円

 
 

 
 

そ
の
他
の
も
の 

一
、
二
〇
〇
円

法
第
三
二
条
第
一
項
第

四
号
に
掲
げ
る
施
設 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー 

一
、
二
〇
〇
円

 
 

 

ト
ル
に

つ
き
一 

1
1
4



 

法
第

三
二

条
第

一
項

第
五

号
に

掲
げ

る
施

設 

地
下
街
及
び

地
下
室 

階
数

が
一

つ
の

も
の 

年 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
四
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数

が
二

つ
の

も
の  

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
六
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数

が
三

つ
以

上
の

も
の  

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
七
を
乗
じ
て
得

た
額 

上
空
に
設
け
る
通

路 

 

九
〇
〇
円

地
下
に
設
け
る
通

路 

 

五
四
〇
円

そ
の
他
の
も
の 

 

一
、
〇
〇
〇
円

法
第

三
二

条
第

一
項

第
六

号
に

掲
げ

る
施

設 

祭
礼
、
縁
日
等
に

際
し
、
一
時
的
に

設
け
る
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

日 

一
八
円

そ
の
他
の
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
八
〇
円

道
路

法
施

行
令

（
昭

和
二

七
年 

看
板
（
ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

一
時

的
に

設
け

る
も

の 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
八
〇
円

政
令

第
四   

  

  

法
第

三
二

条
第

一
項

第
五

号
に

掲
げ

る
施

設 

地
下
街
及
び

地
下
室 

階
数

が
一

つ
の

も
の 

年 

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
四
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数

が
二

つ
の

も
の  

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
六
を
乗
じ
て
得

た
額 

階
数

が
三

つ
以

上
の

も
の  

近
傍
類
似
の
土
地

の
時
価
に
〇
・
〇

〇
八
を
乗
じ
て
得

た
額 

上
空
に
設
け
る
通

路 

 

九
五
〇
円

地
下
に
設
け
る
通

路 

 

五
七
〇
円

そ
の
他
の
も
の 

 

一
、
二
〇
〇
円

法
第

三
二

条
第

一
項

第
六

号
に

掲
げ

る
施

設 

祭
礼
、
縁
日
等
に

際
し
、
一
時
的
に

設
け
る
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

日 
一
九
円

そ
の
他
の
も
の 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
九
〇
円

道
路

法
施

行
令

（
昭

和
二

七
年 

看
板
（
ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
） 

一
時

的
に

設
け

る
も

の 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
九
〇
円

政
令

第
四  

 
 

1
1
5



 

七
九

号
。

以
下

こ
の

表
に

お
い  

そ
の

他
の

も
の 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
八
〇
〇
円

て
「 

令
」

と
い 

標
識 
一
本
に

つ
き
一

年 

八
一
〇
円

う
。
）

第
七

条
第

一
号

に
掲

げ
る

物
件 

旗
ざ
お 

祭
礼 

、
縁

日
等

に
際

し
、

一
時

的
に

設
け

る
も

の 

一
本
に

つ
き
一

日 

一
八
円

 
 

そ
の

他
の

も
の 

一
本
に

つ
き
一

月 

一
八
〇
円

 

幕
（
令
第
七

条
第
四
号
に

掲
げ
る
工
事

用
施
設
で
あ

る
も
の
を
除

く
。
） 

祭
礼 

、
縁

日
等

に
際

し
、

一
時

的
に 

そ
の
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

日 

一
八
円

 
 

設
け

る
も

の 

 

 
 

そ
の

他
の

も
の 

そ
の
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
八
〇
円

七
九

号
。

以
下

こ
の

表
に

お
い  

そ
の

他
の

も
の 

表
示
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年 

一
、
九
〇
〇
円

て
「 

令
」

と
い 

標
識 

一
本
に

つ
き
一

年 

九
六
〇
円

う
。
）

第
七

条
第

一
号

に
掲

げ
る

物
件 

旗
ざ
お 

祭
礼 

、
縁

日
等

に
際

し
、

一
時

的
に

設
け

る
も

の 

一
本
に

つ
き
一

日 

一
九
円

 
 

そ
の

他
の

も
の 

一
本
に

つ
き
一

月 

一
九
〇
円

 

幕
（
令
第
七

条
第
四
号
に

掲
げ
る
工
事

用
施
設
で
あ

る
も
の
を
除

く
。
） 

祭
礼 

、
縁

日
等

に
際

し
、

一
時

的
に 

そ
の
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

日 

一
九
円

 
 

設
け

る
も

の 

 

 
 

そ
の

他
の

も
の 

そ
の
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
九
〇
円

1
1
6



 

 
 

 
 

 
ア
ー
チ 

車
道

を
横

断
す

る
も

の 
一
基
に

つ
き
一

月 

一
、
八
〇
〇
円

そ
の

他
の

も
の 

九
〇
〇
円

令
第
七
条
第
四
号
に
掲

げ
る
工
事
用
施
設
及
び

同
条
第
五
号
に
掲
げ
る

工
事
用
材
料 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
八
〇
円

令
第
七
条
第
六
号
に
掲

げ
る
仮
設
建
築
物
及
び

同
条
第
七
号
に
掲
げ
る

施
設 

一
〇
〇
円

 

 
 

 
 

 

ア
ー
チ 

車
道

を
横

断
す

る
も

の 

一
基
に

つ
き
一

月 

一
、
九
〇
〇
円

そ
の

他
の

も
の 

九
五
〇
円

令
第
七
条
第
四
号
に
掲

げ
る
工
事
用
施
設
及
び

同
条
第
五
号
に
掲
げ
る

工
事
用
材
料 

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

月 

一
九
〇
円

令
第
七
条
第
六
号
に
掲

げ
る
仮
設
建
築
物
及
び

同
条
第
七
号
に
掲
げ
る

施
設 

一
二
〇
円

 

 

1
1
7



  

1
1
8



議
案
第
三
十
七
号 

 
宇
部
市
下
水
道
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
下
水
道
条
例
（
平
成
十
六
年
条
例
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

  

第
六
条
第
六
項
第
一
号
中
「
一
万
円
」
を
「
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
千

円
」
を
「
七
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宇
部
市
下
水
道
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
申
請

に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た
申
請
に
対
す
る
審
査

に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
手
数
料
を
見
直
す
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

1
2
3



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
等
） 

（
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
等
） 

第
六
条 

第
六
条 

６ 

６ 

一 

指
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ
き

一
万
円 

 
 
 
 

一 

指
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ
き

一
万
五
千
円 

二 

指
定
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件

に
つ
き
五
千
円 

 
 
 
 

二 

指
定
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件

に
つ
き
七
千
五
百
円 

 

1
2
4



議
案
第
三
十
六
号 

 
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関 

す
る
条
例
制
定
の
件 

 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
八
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   
 

 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例 

（
宇
部
市
下
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

宇
部
市
下
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
条
例
第
四
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八

項
」
に
改
め
る
。 

（
宇
部
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

宇
部
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八

項
」
に
改
め
る
。 

（
宇
部
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

宇
部
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
条
例
第
七
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
六
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八

項
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整
理

を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

1
1
9



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

宇
部
市
下
水
道
事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
条
例
第
四
十
一
号
） 

旧 

新 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除

） 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除

） 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

下
水
道
事
業
等
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償

責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠

償
額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

下
水
道
事
業
等
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償

責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠

償
額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

   

宇
部
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
条
例
第
四
十
号
） 

旧 
新 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除

） 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除

） 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

水
道
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任

の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償
額

が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

水
道
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任

の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償
額

が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

   

宇
部
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
条
例
第
七
十
号
） 

旧 

新 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
） 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
） 

1
2
0



 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

、
交
通
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責

任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償

額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

第
六
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
百
四
十
三
条
の
二
の
九
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

、
交
通
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責

任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償

額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 
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2
2


